
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 令和3(2021)年度令和4(2022)年度令和5(2023)年度令和6(2024)年度令和7(2025)年度 合計

375,500 370,000 180,000 100,000 100,000 1,125,500

370,000 340,000 150,000 50,000 50,000 960,000

うち県交付金 185,000 170,000 75,000 0 0 430,000
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0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0
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0

0
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0

0
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0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

375,500 370,000 180,000 100,000 100,000 1,125,500

370,000 340,000 150,000 50,000 50,000 960,000

うち県交付金 185,000 170,000 75,000 0 0 430,000

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（市町総括表）
【単独事業】

芳賀町

1
三世代による地域
の安全安心向上事
業

総事業費

うち市町支出額

3

総事業費

うち市町支出額

2

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

8

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和3年度 令和4年度 令和5年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①しものぶ地域探検隊
を組織
②「災害対策三か年計
画」策定、避難経路の
確認、災害時に必要な
資機材等の確認及び整
備
③「暮らし安全講習会」
の実施
④世代間交流イベント
⑤地域内外への周知

①「探検」を通じた課題
抽出及び課題解決策の
検討
②課題解決に向けた活
動・整備等の実施
③世代間交流イベント
④地域内外への周知

①「探検」を通じた課題
抽出及び課題解決策の
検討
②課題解決に向けた活
動・整備等の実施
③世代間交流イベント
④地域内外への周知

①「探検」を通じた課題
抽出及び課題解決策の
検討
②課題解決に向けた活
動・整備等の実施
③世代間交流イベント
④地域内外への周知

375,500 370,000 180,000 925,500 100,000

370,000 340,000 150,000 860,000 50,000

うち県交付金 185,000 170,000 75,000 430,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 5,500 30,000 30,000 65,500 50,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

連絡先
miraisousei@town.tochigi-haga.lg.jp
028-677-3123
028-677-6012
高松、小林
企画課みらい創生係

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

当該事業に係る
地域の現状と課題

事業主体の概要

事業主体の所在

代 表 者 の 名 称

事業主体の名称

事 業 名

市町名 芳賀町

三世代による地域の安全安心向上事業

下延生自治会

自治会長　手塚　　真

栃木県芳賀郡芳賀町大字下延生1691-1

・団体の目的：地域住民相互の親睦融和をもって住民の交流と町開発に寄与すること。
・設立年月日：昭和35年4月1日
・構成員等：130世帯

事業内容

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

新たな時代に合った地域をつくり、安全安心なくらしを守る
　地域や町民の自主的な活動が盛んである（ＮＳＩ値）　Ｒ元　55.7→Ｒ5　58.0　【R3実績　50.7】
　安全な道路が身近にある（ＮＳＩ値）　Ｒ元　51.8→Ｒ5　55.0　【R3実績　48.4】
　刑法犯認知件数　Ｈ30　47件→Ｒ5　45件　【R3実績　46件】
　防災訓練を実施した自主防災組織数　Ｒ元　14組織→Ｒ5　14組織　【R3実績　14組織】

芳賀町への新しいひとの流れをつくる
　15～45歳の純移動者数（累計）　Ｈ30　40人→Ｒ5　160人　【R3実績　73人（R3.4月～R4.2月）】

　少子高齢化や生活様式の変化を背景として、若い世代の転出増等による人口の減少、町民相互の交流機会の減少、自
治会加入者数の減少が進んでおり（年少人口比率　H28　13.0％→R3　12.5％、老年人口比率　H28　29.5％→R3　32.1％、
自治会加入率　H28～R3で9.3％減）、地域コミュニティ活動の停滞が危惧されています。

　また、地区内において交通死亡事故や空き巣等の犯罪が発生しており、子どもや高齢者が安心して暮らせるよう、交通危
険箇所への対応や子どもの見守り活動の強化、防犯意識の高揚等を図る必要があります。

　加えて、令和元年台風19号の際には、一部の世帯において避難所への避難を要するなど、近年は自然災害への備えが
必要な地区となってきています。

　こうした現状を踏まえ、地区が抱える課題の解決に住民主体で取り組み、地域活性化を図る必要があります。

市町支出金
（ソフト事業分）

事 業 目 的
・世代間交流により地域活性化を図る。
・郷土愛を醸成する。
・安全安心な地域をつくる。

事 業 概 要

三世代で構成された「しものぶ地域探検隊」を組織し地域内を「探検」するとともに、以下の活動を実施した。

①災害時の課題を確認したうえで、「災害対策三か年計画」を策定した。ハザードマップを活用し、電柱に青色テープを巻き
想定浸水深の表示を行い、防災意識の高揚を図った。また、災害時に、高齢者・子どもが安全に避難できる経路の確認及び
避難所に必要な資機材・物資等についての協議・整備を行った。停電時における高齢者の災害情報収集のため、防災ラジ
オを配布した。

②交通事故や犯罪を防止するため、県くらし安全安心課と真岡警察署による暮らし安全講習会を実施し、住民の安全意識
の高揚を図った。

③三世代交流イベントとして、豊年豊作を祈念する地域伝統行事「ぼうじぼ」を行った。交流イベントは、とちぎの百様にも選
ばれている名刹「延生地蔵尊」周辺で実施し、郷土愛醸成及び地域活性化を図った。



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

令和3 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

370,000

5,500

375,500

２　支出の部

県交付金

375,500 370,000 185,000 5,500

防災用テント＠161,000

防災ラジオ（70歳以上の高齢
者のみ世帯）＠3,000×65×
1.1

0

0

0

0

0

0

0

375,500 370,000 185,000 5,500

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

計

科目 備考

町補助金

自治会費

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

芳賀町

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

下延生自治会・三世代による地域の安全安心向上事業

市町支出額
自主財源等

計

財源

科目
予算額
（精算額）

備品購入費


